
稲 沢 市 社 会 福 祉 協 議 会 だ よ り

No.

http://www.inazawa-shakyo.or.jp

2013年 6月15日

32
［特集］ つながりの大切さ part1
事業計画・収支予算
会員募集のお願い
［社協の情報広場］ 集いの場、学びの場、サービス情報  
行事カレンダー、寄付者名報告
障がい者基幹相談支援センターだより
活動レポート、［連載］ 災害に備える
フォトコンテスト作品募集、い～なクイズ  他

［ホームページ］

02

04
05
06
09
10
11
12

福祉の充実したまちづくりをめざして
４月から新たに障がい福祉サービス事業所「まつのき」を市から引き継ぎ、開所しました。事業所内には、就労継続支援Ｂ型・生活

介護サービスを提供する通所施設の他に、障がい者の相談窓口として「障がい者サポートセンターまつのき」を併設しています。
その他にも社会福祉協議会本所内に「障がい者基幹相談支援センター」を開設し、市内の相談支援事業所とのネットワークづ

くりや後方支援、また障がい者のかたが施設や病院から地域生活へ移行するうえで必要な環境づくりなどを取り組んでいき、障
がい者福祉の一層の充実を図ってまいります。

稲沢市社会福祉協議会 検　索検　索

※詳しくはP12へ。

い〜な
クイズ
い〜な
クイズ
い〜な
クイズ
い〜な
クイズ
★★  プレゼント  ★★

クイズに答えて
「図書カード」を

当てよう！

クイズに答えて
「図書カード」を

当てよう！

※本会ではノーマライゼーションの理念を推進する観点から広報紙面などにおける「障害」の表記を、「障がい」と一部ひらがな表記に改めています。
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マスコットキャラクター
「福ちゃん」

平成25年4月1日撮影
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本
会
で
は
、地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
重
点
事
業
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
の
中
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
を
ま
わ
り
の
か
た
が
「
お
互
い
さ
ま
」
の
気
持
ち
で

見
守
り
、
悲
惨
な
孤
独
死
、
虐
待
な
ど
を
発
生
さ
せ
な
い
地
域
を
目
指
し
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

支
援
の
内
容
は
訪
問
し
て
安
否
確
認
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
日
頃
の
生
活
の
中
で
、
少
し

だ
け
対
象
の
か
た
を
意
識
し
て
も
ら
い
、「
さ
り
げ
な
い
見
守
り
」、「
無
理
が
な
い
見
守
り
」
を
行
う

取
り
組
み
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
、
意
識
を
変
え
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
住
み
や
す
い
地
域
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
「
つ
な
が
り
」

は
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

この事業の趣旨はなんですか？Ｑ
Ａ 少子高齢化、核家族化など世帯の多様化により、高齢者の孤独死や児童虐待などが社会問題になっているなか

で、地域の「つながり」の重要性が必要とされています。
地域見守りネットワーク事業をすすめることで、地域で顔の見える関係を形成し、地域での絆が強まることを
目指しています。

【見守りネットワークの一例】

社協

班長・組長

区長

新聞配達員

友人

隣人

老人クラブ員

地域包括
支援センター

民生児童委員

市役所

社協

班長・組長

区長

新聞配達員

友人

隣人

老人クラブ員

地域包括
支援センター

民生児童委員

市役所

ひとり暮らし高齢者
高齢者夫婦世帯
子育て世帯　など

地域の支援を
必要とするかた

【特  集】

～地域見守りネットワークにむけて～

つながりの
大切さ part1
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つながりが  地域をまもる  大きな力

み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
い

る
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
は
、家
庭
（
家
族
）、学
校
（
友
達
、先
生
）
だ
け
で
な
く
、

地
域
（
近
所
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
）
も
協
力
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
う
え
で
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
か
た

が
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
子
育
て
を
地
域

ぐ
る
み
で
支
援
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

で
は
、
地
域
内
の
「
つ
な
が
り
」
が
強
く
な
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日頃から地域において声かけを積極的に行い、子育て中の家庭をあたたかく見守っていきましょう。

地域全体で子どもを育て、家庭を支えていくことが虐待の未然防止につながります。

1子どもの虐待の早期発見
子どもを地域で見守ることによって、虐待に関する色々なサインに気づく事ができるようになります。

例）・身体や身なりの様子　・友達との関わり方　など

2大人への心の支え
虐待する背景にはさまざまな原因が引き金になっていることがあります。

子どもの虐待は、どこの家庭にも起こり得ます。
大人自身がその行為に悩み、やめたいと望んでいる場合も多いのです。
地域内でのつながりが、悩みを打ち明けるきっかけになることもあります。

例）・育児不安　・大人自身の虐待された経験　・病気や精神的に不安定な状態
・不安定な夫婦関係　・経済的不安　・地域からの孤立　など

子どもに関する主な相談先はこちら

子育て支援総合相談センター（西町さざんか児童センター内）
【住所】稲沢市西町三丁目3番17号 ☎0587-21-7266

子
ど
も
を
守
ろ
う

地域みんなで
支える体制に！

福

例えば
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稲 沢 市 社 会 福 祉 協 議 会

事 業 計 画
平
成
25
年
度

基本方針

困った時に「頼れる社協」の実現1

地域組織との連携による地域福祉の推進2

地域の力を結集したネットワークづくり3

安心して生活できる各種サービスの充実4

計画的な組織運営5

地域福祉を推進する中核的な団体として、行政機関、地域組織、ボランティア、市民の皆様方と協働して「誰も
が安心して安全に暮すことができる福祉のまちづくり」を目指すため、「第2次地域福祉活動計画（平成24年
度から平成28年度）」に盛り込まれた5つの基本目標を柱に事業を進めてまいります。

社会福祉協議会が知られていない・理解されていないという現状を踏まえ、PR活動の充実による「社会福祉協
議会の知名度の向上」、相談事業の充実や市との連携強化による「頼れる社協」というイメージづくりを戦略的
に行います。

市民の主体的な地域活動だけでなく、社会福祉協議会が地域に密着し、地域組織と連携して地域福祉を推進する
しくみや体制づくりを進めます。

ボランティア活動の活発化を図るとともに、そうした地域で頑張っていただいてい
る人々の力を結集したネットワークづくりを進めます。

地域住民の様々な不安を解消する各種福祉サービスの充実を図るとともに、地域住民の
交流を目的とする事業などを通じて、安心して生活できる地域づくりを進めます。

社会福祉協議会の運営体制を強化するとともに、ニーズを踏まえた戦略的な活動ができる計画的な組織運営の強
化を図ります。

収入の部 支出の部収入の部 支出の部

※事業計画・予算の詳細につきましては、社会福祉協議会本所・支所およびホームページにて閲覧できます。

収入合計  250,297千円 支出合計  250,297千円
その他 11,449千円 5％その他 11,449千円 5％

介護保険･自立支援
58,290千円  23％
介護保険･自立支援
58,290千円  23％

共同募金配分金
27,493千円 11％
共同募金配分金

27,493千円 11％

貸付事業等収入
3,786千円 1％
貸付事業等収入
3,786千円 1％

受託金
63,992千円 26％
受託金
63,992千円 26％

補助金
67,446千円 27％
補助金
67,446千円 27％

寄付金 2,800千円 1％寄付金 2,800千円 1％
会費 15,041千円 6％会費 15,041千円 6％ 基金運営事業 2,600千円 1％基金運営事業 2,600千円 1％

居宅介護支援事業・
訪問介護事業

57,000千円 23％

居宅介護支援事業・
訪問介護事業

57,000千円 23％

障害者相談支援事業
〔成年後見含む〕

26,553千円 11％

障害者相談支援事業
〔成年後見含む〕

26,553千円 11％

地域包括支援センター事業
21,364千円 8％

地域包括支援センター事業
21,364千円 8％
資金貸付事業
4,541千円 2％
資金貸付事業
4,541千円 2％

共同募金配分金事業
28,501千円 11％
共同募金配分金事業
28,501千円 11％

ボランティア
センター事業
2,533千円 1％

ボランティア
センター事業
2,533千円 1％

地域福祉活動推進費
17,012千円 7％
地域福祉活動推進費
17,012千円 7％

法人運営費
〔施設管理含む〕
90,193千円 36％

法人運営費
〔施設管理含む〕
90,193千円 36％

平成25年度  一般会計予算の内訳

福

キ
ラ
リ

がんばります
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平
成
25
年
度

社会福祉協議会では、住民ひとりひとりが福祉の担い手として参加するまちづくりを目指し、全市民
の皆様を対象に会員制度を設けております。今年も自治会（区長様など）の協力を得て、会員募集のお願
いをさせていただきますので、ぜひ趣旨にご賛同いただき、ご協力くださいますようお願いいたします。

●●● ご協力いただいた会費は、このように使われます ●●●

～地域の福祉活動は皆様の会費で支えられています～
７月から会員（会費）募集が始まります。

地区名 会員数 金額

稲沢市民センター地区 3,796世帯 1,922,000円

小正市民センター地区 3,121世帯 1,583,600円

下津市民センター地区 1,957世帯 984,000円

明治市民センター地区 2,339世帯 1,178,500円

千代田市民センター地区 1,961世帯 989,000円

大里西市民センター地区 2,963世帯 1,498,000円

大里東市民センター地区 2,212世帯 1,119,500円

祖父江支所地区 5,525世帯 2,800,500円

平和支所地区 3,699世帯 1,863,000円

会員種別 会員数 金額

法人会員 115法人 642,000円

施設会員 15施設 78,000円

職域会員 395名 381,000円

※各行政区の実績額は本会HPにてご確認できます。

昨年度も多くの皆様にご協力いただきました。
平成24年度会費実績額
15,039,100円

住民・法人・施設などの皆様
区長、組長、班長様のご協力

社会福祉協議会

まちづくり推進協議会事業への助成として ……… 8,406,000円

各地区で集められた会費の約半分を地区まちづくり推進協議会が取り組む
「地域福祉事業」、「地域交流事業」、「青少年育成事業」などに活用しています。
◎ひとり暮らし老人との集い、夏祭り、地区体育祭、防災訓練、防犯活動　など
　※これらの事業は全ての地区で実施しているわけではありません。

社会福祉協議会が取り組む地域福祉事業費として ……… 6,633,100円

◎ボランティアセンター事業
　（ボランティアグループへの活動費助成、ボランティア講座など）
◎地域福祉事業推進事業
　（地域見守りネットワーク事業、市民共助パイロット事業など）
◎広報啓発事業

◎低所得世帯への小口資金貸付事業

福 福

よろしく
お願いします
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集い・学びの場、サービス情報を
お知らせします！

【おもて】

〒492-8218
稲沢市西町3-10-24

稲沢市社会福祉協議会
ひとり親家庭支援事業
申し込み係

【うら】
①コース名
②保護者氏名
　子ども氏名・
　年齢（学年）
③郵便番号
④住所
⑤電話番号
⑥旅行のかたは
　バス乗車場所

集いの場
【申し込み先・問い合せ先】社会福祉協議会本所  ☎0587-23-6713 （平日8:30～17:15）

～人と人とのつながりを大切に～

【
と
き
】7
月
27
日
（
土
）

　
午
前
7
時
30
分
～
午
後
6
時
30
分　
※
雨
天
決
行

【
と
こ
ろ
】伊
良
湖
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル　
ラ
ン
チ
バ
イ

キ
ン
グ
＆
の
ん
ほ
い
パ
ー
ク（
豊
橋
総
合
動
植

物
公
園
）※

お
と
な
に
、メ
ロ
ン
1
玉
の
お
土
産
付

【
集
合
場
所
】稲
沢
市
役
所
・
祖
父
江
支
所
・
平
和

支
所
の
い
ず
れ
か
を
選
択
。

【
費
用
】子
ど
も
一
人
1
0
0
0
円（
3
才
未
満
無
料
）

　
　
　
お
と
な
一
人
1
5
0
0
円

【
定
員
】１
０
０
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

　
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

【
と
き
】8
月
24
日（
土
） 

午
後
2
時
～ 

※
雨
天
決
行

【
と
こ
ろ
】ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム  

中
日
Ｖ
Ｓ
阪
神  

内
野
Ｂ
席

※
現
地
集
合
、現
地
解
散
で
交
通
費
、駐
車
場
代

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
座
席
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
通
路
を
挟

む
な
ど
座
席
が
離
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
の
転
売
・
譲
渡
は
厳
禁
で
す
。

【
費
用
】無
料

【
定
員
】60
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

【はがき記入例】

～
お
子
様
と
の
夏
の
思
い
出
に
い
か
が
で
す
か
～

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業

【
対
象
】
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
、
養
育
者
家
庭
の

保
護
者
と
15
才
以
下
の
子
ど
も

【
申
込
】各
コ
ー
ス
と
も
7
月
10
日（
水
）（
必
着
）ま
で
に
、

官
製
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
（
下
図
参
照
）、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
が
で
き
る
の
は
１

コ
ー
ス
ま
で
で
す
。
両
コ
ー
ス
希
望
の
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
申
し
込
み
は
１

コ
ー
ス
１
家
族
１
枚
ま
で
）。

★
日
帰
り
旅
行
コ
ー
ス

★
野
球
観
戦
コ
ー
ス

親
子
が一緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、「
人
形
劇
」
鑑
賞
会
を
お
住
ま
い
の
地
域

の
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
に
て
随
時
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と
き・と
こ
ろ
】表
の
と
お
り

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～（
約
30
分
）

【
対
象
】市
内
在
住
の
3
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と
保
護
者

【
費
用
】無
料

【
演
目
】

　
「
わ
く
わ
く
お
も
し
ろ
音
楽
会
」

【
申
込
】

　
各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
で

　
受
け
付
け
。

人
形
劇（
子
育
て
支
援
）

～
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、

親
同
士
の
交
流
の
場
に
い
か
が
で
す
か
～

実施日 児童館・児童センター名
6月12日 西町さざんか児童センター
7月  3日 千代田ヒナギク児童センター
7月10日 大里東チューリップ児童センター
9月11日 下津クローバー児童センター
9月18日 大里オリーブ児童センター
9月25日 小正すみれ児童センター

10月16日 信竜子どもの森児童館
11月  6日 明治スズラン児童センター

1月29日 祖父江あじさい児童館
2月26日 平和さくら児童館
3月  5日 高御堂カトレア児童センター

FUKU

福

みんなで
応援してね！
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学びの場
～福祉の学びを応援します～

【申し込み先・問い合せ先】社会福祉協議会本所  ☎0587-23-6713 （平日8:30～17:15）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
探
険
隊

出
前
福
祉
講
座

学
生
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
体
験
学
習

～
夏
休
み  

み
ん
な
で
楽
し
く
福
祉
を
学
ぼ
う
～

～
社
協
職
員
が
み
な
さ
ま
の
も
と
へ
伺
い
ま
す
～

～
L
e
t‘ｓ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

福

【
と
き
】７
月
22
日（
月
）・23
日（
火
）の
2
日
間
コ
ー
ス

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

【
と
こ
ろ
】社
会
福
祉
会
館　
1
階
集
会
室

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
4
～
6
年
生

【
定
員
】20
人

【
費
用
】無
料

【
内
容
】視
覚
障
が
い
者
と
の
交
流
や
絵
本
の
点
訳
体
験

な
ど
（
文
字
を
点
字
に
直
す
こ
と
）。

　
点
訳
し
た
絵
本
は
8
月
に
名
古
屋
盲
学
校
に
通
う
子

ど
も
た
ち
の
元
へ
届
け
ま
す
。
※
参
加
自
由
。
た
だ
し
交

通
費
、昼
食
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
持
ち
物
】弁
当
、お
茶
、筆
記
用
具

【
申
込
】６
月
24
日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け
。

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
福
祉
施
設
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
体
験（
2
日
間
）に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
、参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
大
歓
迎
で

す
。

【
対
象
】市
内
在
住・在
学
の
学
生（
中
学
生
以
上
）で
す
。

【
体
験
先
】市
内
福
祉
施
設
な
ど
（
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

児
童
）

※
詳
し
く
は
本
会
ま
た
は
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
お
い
て
あ
り
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
職
員
が
み
な
さ
ま
の
集
会
な
ど
に

出
向
い
て
実
施
す
る
講
座
で
す
。

【
と
き
】申
込
団
体
と
調
整
の
上
、決
定
し
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】会
場
は
申
込
団
体
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
10
人
以
上
で
構
成

さ
れ
た
団
体
。

【
費
用
】無
料
（
た
だ
し
材
料
費
な
ど
が
必
要
な
場
合
は

実
費
を
申
込
団
体
が
負
担
）

【
申
込
】実
施
２
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申

し
込
み
。

※上記以外の講座メニューにつきましても、ご相談のうえ実施させていただきます。

講座メニュー 内容

社会福祉協議会って何やってるの?? 社会福祉協議会が取り組む活動について

赤い羽根共同募金で集まった募金は… 共同募金運動の取り組みや募金の使い道について

地域見守りネットワーク 地域における見守り活動の相談やネットワーク立ち上げの支援について

成年後見制度・日常生活自立支援事業 認知症などにより判断能力が不十分になった方が安心して暮らせるよう支援する制
度・サービスについて

障がいに対する理解・支援 障がいの特性やコミュニケーション方法などについて

高齢者疑似体験・車いす体験 専用装具や車いすを使っての疑似体験、介助方法について

ボランティア活動をはじめよう ボランティア活動を始めるにあたっての心がまえ、ボランティアセンターの活用方
法について

災害時のボランティア活動 災害への備え、災害時のボランティアセンターの役割やボランティア活動について

【実施までのながれ】

講座メニューからご希望の講座を
お選びください1

社協へ申込み2

日程などの調整・打ち合わせ3

出前講座の実施4

夏休みを利用して
ボランティアに
チャレンジ！
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サービス情報
～より良い地域・生活づくりを支援します～

【申し込み先・問い合せ先】 社会福祉協議会本所  ☎0587-23-6713（平日8:30～17:15）

ハッピー1号 ハッピー2号 ハッピー3号 ハッピー5号 ハッピー6号

車いすを使用しないと
外出が難しい家族を
◎買い物へ連れて行きたい
◎病院へ連れて行きたい
◎冠婚葬祭へ出席させたい
◎家族旅行へ連れて行きたい

社会福祉協議会では、
体が不自由なかたが気軽に
外出できるようにと、
移動手段にお困りの世帯などへ
福祉自動車を貸し出ししています。
ぜひご利用ください。

～
病
院
へ
の
送
迎
や
旅
行
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
～

【
対
象
者
】

　

市
内
在
住
者
で
介
助
な
ど
を
必

要
と
し
、
運
転
者
を
ご
自
身
で
確

保
で
き
る
か
た
。

【
貸
出
期
間
】

　
最
大
3
日
間
（
こ
の
期
間
に
土
日

お
よ
び
祝
日
な
ど
が
か
か
る
場
合

は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
車
両
の
貸
出
し
及
び
返
却
は
、

平
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分
ま
で
。

【
申
込
方
法
】

　
利
用
日
2
ヶ
月
前
の
1
日
の
午
前

8
時
30
分
か
ら
本
所
、
各
支
所
に

お
い
て
受
け
付
け
。

　
た
だ
し
、1
日
が
休
業
日（
土
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
12
月
29
日
～
1

月
3
日
）
の
場
合
は
、
翌
日
（
平

日
）
か
ら
の
受
け
付
け
。

【
使
用
料
】

　
走
行
距
離
に
対
し
、
1
㎞
あ
た
り

20
円
を
加
算
し
、
使
用
料
を
算
出

し
ま
す
。

（
例
）走
行
距
離
が
30
㎞
の
場
合
の

使
用
料
は
6
0
0
円
。

※
福
祉
自
動
車
貸
出
事
業
の
運

営
に
あ
た
っ
て
必
要
な
車
両
維

持
費
（
点
検
費
用
、
保
険
料
な

ど
）
に
は
、
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
赤
い
羽
根

共
同
募
金
配
分
金
の一部
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

ニーズにあわせて５台の車両をご用意しています。【貸出車両】
車両 車名 タイプ 貸出返却

ハッピー1号 三菱デリカD5（2000cc） リフトアップシート車（セカンドシート） 本所
ハッピー2号 三菱タウンBOX（660cc） リヤリフトタイプ 本所
ハッピー3号 三菱タウンBOX（660cc） リヤスロープタイプ 本所
ハッピー5号 トヨタノア（2000cc） リヤスロープタイプ 祖父江支所
ハッピー6号 トヨタノア（2000cc） リフトアップシート車（セカンドシート） 平和支所

福
祉
自
動
車
貸
出
事
業

【
ご
利
用
で
き
る
か
た
】

市
内
在
住
で
身
体
に
障
が
い
の

あ
る
か
た
、
ま
た
は
疾
病
な
ど
で
一

時
的
に
車
い
す
が
必
要
と
な
っ
た

か
た
に
貸
し
出
し
を
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
要
介
護
認
定
の
結
果
、

要
支
援
１・
２
、
要
介
護
１
～
５
と

認
定
さ
れ
た
か
た
に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
（
福

祉
用
具
貸
与
）
が
優
先
と
な
り
ま
す

の
で
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
貸
出
期
間
】

原
則
と
し
て
１
ヶ
月
以
内
で
す
。
た

だ
し
、
延
長
に
よ
る
最
大
貸
出
期

間
は
６
ヶ
月
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】本
所
・
各
支
所
に
お
い

て
受
け
付
け
。

【
使
用
料
】

無
料

※
子
ど
も
用
サ
イ
ズ
も
あ
り
ま
す
。

車
い
す
貸
出
事
業

？

福

福

※ハッピー1号のみETCの利用が可能です。
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皆様のご厚意に心よりお礼申しあげます。
平成25年2月19日から平成25年5月10日までのご寄付を掲載しています。（順不同敬称略）

ご 寄 付
あ り が と う
ございました。

◎ぎふしん愛の募金事務局……………………… 20,000円
◎第20回平和中学校卒業生有志一同 ………… 12,304円
◎名古屋ヤクルト販売㈱………………………… 3,920円
◎千代田中学校第3回卒業生同年会 …………… 10,838円
◎匿名（1件） …………………………………… 100,000円

【物　品】
◎岩本製菓……………………… たまごぼうろ など　38箱
◎夢屋稲沢店お客様一同…………………… お菓子　　2箱
※頂いたお菓子は市内施設などへ贈呈しています。

【社会福祉基金】
◎千代田仏教会…………………………………… 10,000円
◎大里西小学校PTA ……………………………… 1,326円
◎明治中学校同窓会（昭和29年3月卒） ………… 24,650円
◎ユニー㈱“小さな善意で大きな愛の輪”運動
　・ユーホーム稲沢店…………………………… 49,578円
　・リーフウォーク稲沢店……………………… 46,417円
　・アピタ稲沢店……………………………… 155,422円
　・本社…………………………………………… 5,142円

6月
15日 書道・ペン講座　社会福祉会館

18日 福祉実践教室　山﨑小学校

福祉実践教室　小正小学校

19日 福祉実践教室　千代田小学校

福祉実践教室　明治中学校

手話入門講座　社会福祉会館

20日 福祉実践教室　大里東小学校

21日 福祉実践教室　大塚小学校

手話基礎講座　社会福祉会館

点字講座　社会福祉会館

22日 理学療法教室　社会福祉会館

音楽療法支援事業　社会福祉会館

25日 福祉実践教室　清水小学校

福祉実践教室　法立小学校

27日 福祉実践教室　六輪小学校

28日 点訳奉仕員養成講座　社会福祉会館

福祉実践教室　下津小学校

7月
3日 手話入門講座　社会福祉会館

5日 手話基礎講座　社会福祉会館

点字講座　社会福祉会館

6日 書道・ペン講座　社会福祉会館

10日 視覚障害者パソコン講座　社会福祉会館

12日 点訳奉仕員養成講座　社会福祉会館

13日 理学療法教室　社会福祉会館

言語訓練　社会福祉会館

17日 手話入門講座　社会福祉会館

19日 手話基礎講座　社会福祉会館

点字講座　社会福祉会館

20日 書道・ペン講座　社会福祉会館

音楽療法支援事業　社会福祉会館

21日 ボランティアチルドレン　社会福祉会館

22日 ボランティア探険隊　社会福祉会館

23日 ボランティア探険隊　社会福祉会館

26日 点訳奉仕員養成講座　社会福祉会館

27日 理学療法教室　社会福祉会館

ひとり親支援日帰り旅行　渥美半島

8月
2日 手話基礎講座　社会福祉会館

点字講座　社会福祉会館

3日 書道・ペン講座　社会福祉会館

4日 ボランティアチルドレン　社会福祉会館

7日 手話入門講座　社会福祉会館

9日 点訳奉仕員養成講座　社会福祉会館

10日 理学療法教室　社会福祉会館

言語訓練　社会福祉会館

16日 手話基礎講座　社会福祉会館

点字講座　社会福祉会館

17日 書道・ペン講座　社会福祉会館

三世代ふれあいゲートボール大会　さくら館

音楽療法支援事業　社会福祉会館

21日 手話入門講座　社会福祉会館

23日 点訳奉仕員養成講座　社会福祉会館

24日 理学療法教室　社会福祉会館

ひとり親支援野球観戦　ナゴヤドーム

25日 ボランティアチルドレン　社会福祉会館

9月
4日 手話入門講座　社会福祉会館

6日 手話基礎講座　社会福祉会館

点字講座　社会福祉会館

7日 書道・ペン講座　社会福祉会館

11日 視覚障害者パソコン講座　社会福祉会館

13日 点訳奉仕員養成講座　社会福祉会館

14日 理学療法教室　社会福祉会館

言語訓練　社会福祉会館

行事カレンダー
（6月１５日～9月１４日の社協事業）
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平成25年4月から
障がい者総合支援法が
施行されました

第
1
回

障がい者基幹
相談支援センターだより

福

次回は「相談窓口や、具体的な手続きの方法などについて」お伝えします。
福

1
障がい者の日常生活や社会生活を総合的に支援するために、今までの「障がい者自立支援法」が「障がい者総
合支援法」に変わりました。この法律では、障がい児者のかたが、地域で自立した生活を行うために、どのよう
な障がい福祉サービスがあるか、どのような手続きで利用できるかなどが決められています。

障がい者総合支援法って?

2
障がい者総合支援法では、身体・知的・精神の障がい者や障がい児の他に、難病などにより一定の障がいがあ
るかたも新たに対象になりました。
なお、難病などの対象となるかたは、身体障がい者手帳の所持の有無に関わらず、必要と認められた障がい福祉
サービスを利用することができます。

誰が利用できるの?

3

4補装具の支給
身体の障がいを補い、日常生活をしやすくするための用具について、購入または修理に要する費用を支給します。
※所得に応じて自己負担があります。

障がい者総合支援法には、主に次のようなサービスが位置付けられています。

どんな福祉サービスがあるの?

1介護給付
障がい者が自宅や施設などで、日常生活をおくる上で必要となる介護支援です。

居宅介護（ホームヘルプ）、重度訪問介護、同行援護、行動援護、重度障がい者等包括支援、
短期入所（ショートステイ）、療養介護、生活介護、施設入所支援、共同生活介護（ケアホーム）

2訓練等給付
障がい者が生活能力を高めたり、仕事をするために提供される訓練的支援です。

自立訓練、就労移行支援、就労継続支援、共同生活援助（グループホーム）

※本会ではノーマライゼーションの理念を推進する観点から広報紙面などにおける「障害」の
表記を、「障がい」と一部ひらがな表記に改めています。

3自立支援医療
❶障がい児の障がいを除いたり、軽くするための医療（育成医療）
❷身体障がい者が身体の機能を維持、回復するための医療（更生医療）
❸精神障がい者が、病気の治療のために通院する医療（精神通院）
これらの医療に要する費用を支給します。※所得に応じて自己負担があります。
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【
連
載
】災害に備える～家庭でできる日頃からの備え～

前回ご紹介したように、新潟県中越地震で負傷された方の約４割は、家具の転倒や家具からの落下物によるもの
です。ではどのような対策をとれば被害を最小限に抑えることができるのでしょうか。

答えは『家具を固定する』ことです。
家具のなかでも高さのある家具は、重心が上にあるため、少しの揺れでも転倒しやすくなります。まずは高さの

ある家具から、また寝室（布団の近く）にある家具から優先的に転倒防止対策を行っていきましょう。
使用する主な器具の種類には、Ｌ型金具、プレート式器具、ポール式（つっぱり棒）、ベルト・チェーン式などがあ

りますが、このなかで効果がいちばん高いのはＬ型金具を使った対策です。
ただし、Ｌ型金具を使用する際には壁に穴を開ける必要があります。賃貸住宅などのように壁に穴を開けることが

難しい場合は、ポール式と家具の下に挟み込むストッパーの器具を組み合わせることで高い効果が生まれます。ま
た、重い物を下の方に収納し、重心を下げることも効果があります。

④家具の転倒防止対策について（その１）

※次回は「家具転倒防止器具の取り付けについて」お伝えします。

※器具はホームセンターなどで買い揃えることができます。お店によっては防災コーナーの売り場を設けているところもあります。
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憶
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器具名称 イラスト 機能 効果

Ｌ型金具 家具と壁を木ねじなど
で固定するタイプ 大

プレート式器具

家具と壁にそれぞれね
じ止めした金具を、金属
プレートなどで結んだ
タイプ

器具名称 イラスト 機能 効果

ベルト・
チェーン式

家具類と壁にそれぞれ
ねじ止めした金具をベ
ルトで結んだタイプ

ポール式
ねじ止めすることなく、
家具と天井の間隙に設
置する棒状のタイプ

小
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案 内
日本航空高等学校
尾張学習支援センター

通信制課程  単位制普通科  原則留年のない単位制！
アルバイトや長期留学も可能！ あなたの夢を応援します！
前籍校での在籍期間や取得単位を最大限に活かします！

学校見学・入学相談受付中  転・編入生随時受付
☎0586-68-7068・090-8088-4858

［E-Mail］high12summer_waves13@ybb.ne.jp
〒492-8389　稲沢市横野町764-1 併）

広 告

学研横野法閑寺教室

【試験日】10月13日（日）
【試験案内および願書の配布期間】
6月11日（火）から7月17日（水）まで

【試験案内および願書の配布場所】
本会本所・支所・市役所にて配布しています。

第16回愛知県
介護支援専門員（ケアマネジャー）
実務研修受講試験

※受験資格など詳細については試験案内をご覧ください。

応募資格  市内在住・在学・在勤のかた
応募作品  デジタルカメラにて撮影された静止画（JPEG形式）とします。
応募枚数  お一人様1作品のご応募に限ります。
応募方法  次のどちらかの方法でご応募ください。

1メールでの応募
本会メールアドレス（fukushi@inazawa-shakyo.or.jp）へ作品データを添付してご応募ください。その際、
タイトルには「フォトコンテスト応募」、本文には、 ❶作品タイトル名 ❷氏名（ふりがな） ❸性別 ❹年齢 ❺職業
❻郵便番号 ❼住所 ❽電話番号 ❾学校名・会社名（※応募資格が在学・在勤のかたのみ）を入力してください。

2CD-Rでの応募 ※応募用紙は本会ホームページからダウンロードできます。
所定の応募用紙に必要事項をご記入のうえ、CD-Rに保存した作品データとともに本会へお送りください。

募集期間  ９月30日（月）まで
審査方法  10月開催の福祉まつりにて、来場者による投票で審査します。
審査発表  本会広報誌（12月1日号）内で発表。

入賞者の作品については、本会が発行する広報や資料などに掲載させていただきます。

テーマは「あなたの身近なつながり」
家族や友人との大切な思い出
人と人との『つながり』をテーマにした写真を募集します。

1応募作品は返却いたしません。 2未発表の作品でお願いします。 3応募作品の著作権は、本会に帰属します。
4人物（特に顔）がわかる応募作品は、写っているかたの了解がある作品としてください。
5応募者の個人情報は、本事業以外の目的には使用いたしません。

最優秀賞1点 （図書カード1,000円分）  優秀賞2点 （図書カード500円分）  参加賞 応募者全員に粗品を差し上げます。

フォトコンテスト

作 品 募 集 中

【
注
意
点
】

賞

【応募方法】
官製はがきに、❶クイズの答え ❷氏名（ふりがな） ❸性別 ❹年齢 ❺職業 ❻郵便番号 ❼住所
❽電話番号 ❾社協だより「い～な」への感想・意見などをご記入のうえ、下記までお送りください。

【応募宛先】〒492-8218　稲沢市西町3-10-24　稲沢市社会福祉協議会クイズ係
【応募締切】平成25年7月8日（月）必着（応募は1人1枚まで）　【応募資格】市内在住のかた
【当選発表】厳正なる抽選の上、当選は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
【個人情報の取扱について】
◎ご応募いただく際に、ご記入いただきました個人情報は、当選者への賞品発送および本会運営のために使用させていただきます。
◎個人情報は、ご本人様の同意無しに第三者に開示提供することはありません。◎個人情報は、当会が責任をもって管理いたします。

家具転倒防止に使用する器具のなかで、
いちばん高い効果がある器具は何？ ※ヒントは紙面のなかにあるよ！

問 題

 クイズ正解者の中から抽選で
「図書カード」1,000 円分をプレゼント！

【前回のクイズの答え】  黄色　多数のご応募ありがとうございました。

10
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